
三菱事業報告のまえかき≡

日雇労勧者の就労と

生活環境
日雇労勘考の無料就労あっせん､その他いろいろな労

働福祉を実施しているセンターの事業を中心こ､西成地

域の労働者とその生活環境を理経していたたくため､そ

れらの実状を綺返し､参考に質します｡

ここに云う西成地域とは､大阪市西成区の東北隙くこあ

る一部(同区の約10分の1)千.広さおよそ0 62平方キ

ロ､かっての｢釜ケ幡｣の呼称が現在｢あいりん地区｣

とかわったところ､昭和43年披平おんでしたが､ 36年か

ら42年まで.数回にわたり､労拗音その他による騒ぎが

あって､深刻な社会問題を提起したところであります｡

I　センターの事業概要

1.就労数やや減少､地域全体では好況

43年度(43年4月～44年3月)の無料就労あっせんは

延数641,971名で､42年度の701,09生名より減少すること､

58.023名であった｡ 1日平均約161名の演となっていろ｡

就労減の理由はいろいろ考えられるが､その主な理由

は,例年のような求人減というのでなく､次のような特

徴を持っていろo

(イ)直接雇用主と直結して､常用ある屈ま直行する労

働者が多くなり､従来センターの寄り場を利用していた

もののうち､相当数がこれに移行したと推定される｡こ

れを証明するものとして､西成警察署が毎月定期日(10

日)に､国鉄､南海の電鉄駅､バス停脅所等12カ所で.

早朝(午前6時～9時)事業所に就労を急そぐものと緯

定される労働者を記録しているが､これによると､ 43年

4月までは3,000名から3,500名たったのが､ 5月ごろか

ら漸壇し､ 43年瑳半から4.500名-5,000名に上昇､ 44年

3月10日の調査では5.200名にのぼっている｡

(ロ)港湾労働法の施行以来､この地域の労働者で西

成労働出没所に登録したものと推定されるもの､約600

名､このうちには従来センター利用のものも含まれてお

り､それだけが減少したものと推量されろ｡

この2点は､今まで見られなかったことで､就労安定

化の立て前から､前向きの方向を示すものとして､よろ

こばしい現象と云えるだろう｡

ぐう　更に11月以後､港湾労働の求人が減少し出した｡

同月13日に､ NHKVTも放送しているように､求人減

少の原因として､賃金が上昇し､これを負担しきれなく

なった､機械化を進め､常用化を多くするようになっ

た､などあげられているが､そのほかには､ベトナム休

戦とアメリカの港湾労勘考の長期ストなどで荷役が少な

かったことが相関して､減少の理由となっている｡

就労先による産業別の職種別けは､港湾の荷役･運送

を(1船内と(2沿岸にわけ､ (3)盤上運送(生)建設業i51理

遺業その他に区別しで.､舌｡この5重刷のなかで就労

減となったのば鯖内と沿岸で､それも前年のほほ2分の

1と言う激減の仕方である｡紙内116.654名(前年度

200.049名)､沿岸16,988名(同32,831名)､計133,642名

(同232.880名)という､はげしい変りようである｡対象

的に陸上遥遠､建設業､製造業関係は就労増を示し､ 3

着の合計508.329名(前年は468,214名)で､差引40,115

名の壇加となっている｡結局､前2着の激減と後の3者

の逓増がバランスをとれなかったところに､初年度の減

少が見られろ｡ (詳細別表参照)

このように見て来ると､センターとしての就労は減じた

が､この地域全体の就労はむしろ好調であり､いわゆる

｢イヴナギ｣景気の波にのっていたものと判節されるの

である｡

年間の月別では､最高は8月の65,276 (平均2.105名)

最低は44年2月の33,341名(平均1.191名)であり､前年

度の同月より多かっだのは､僅かに4月の64.756名(前

年同月63,161名)と10月の62.228名(同上55.992名)に

すぎなかった｡季節的には上記の8月と4月､ 10月の6

万台と例年通り､春から夏にかけて上昇し､秋口に下降

線をたどる｡労働現場は殆んと屋外が多いから､天候に

も左右され､毎年5､ 6､ 7月は6万台にのはるのに､

当年度は多雨にわざわいされて(6月には25日から4日

間も降りつづけらうら　7月は台風4号など) ､殊のほか

就労減を来たした｡ほかに､寒期の年あけば.例年減少

するのであるが､ 44年の1､ 2､ 3月の合計は.前年同

期と比べると､特に悪く､ 3カ月間で15,356も減少した

ことである｡これは例のイヴナギ景気の｢かげり｣の影

響か､と感くりすぎるよりは､やはり上記した港湾労働

におけるセンターよりの求人が激減したと見るのが至当

のようである｡なお万博関係の求人について､センター

への申込みは､若干あるが､とり立てて記録するほどの

数にのぼっていない｡あいりん地境全体としては.万博

に関連のある道路工事や万博に動員された欠員の補充に

就労するものもかなりある､と云うのが一般的判断であ

るが､確かな数字をつかむことは出来ない｡

センター寄り場におけるあぶれ(失業)は､前年度の

183.400名に対し､ 43年度は137.850名で､ 57.650名の減

少となっている｡就労数の減少に正比例して､あぶれ数

が減少すること(普通はこの逆の場合が考えられるが)

も､ここの寄り場の特徴である｡労働者は長い経験によ

る勘､友達同志の情報交換で.その日の求人状況を察知

する｡求人が少い時は､労働者の集り肢自然に少くなる

し､雨降りはごっそりと減る｡冬季など､長期的な求人

減少になると､見きりをつけて､飯場に入っていく｡た

だし､ここのあぶれくま､集った全部の労開音が｢あぶれ｣

のカテゴリ十こ入らないことである｡仕事はあるが､条

件(仕事の内容･賃金)がもう一つt･.見送ったもの､

今朝までオール･ナイトで働いたので休日予定のもの

などが混入していろ｡さらに､これもここの特殊珪であ

るが､のっけから就労の意思のないもの､泥酔者や清祥

薄弱者類似のもの､極道〈ずれや軽犯罪常習者など､労

働意欲喪失者も含まれている｡センターはこうした会読

をひっくるめて､失業と云はず､残留といっていろ｡

賃金は､可なり上昇したと見る｡職種､季節,労働力

の需給のバランス如何によって､賃金の上下ははげしく

変化はするが､総じて200円～500円はあがった｡ごく太さ

っはな平均､前年の1,800円に対し､本年度は2.000円と

ふむのは､むしろ過少の見積りであろう｡これは昼間の

8時間労働であるが､ 24時間､つまりオール･ナイトだ

ったら､ 4.500円～5,000円(前年度は4,000円前後)の

上り方である｡季節的に法前半の4月から8月ごろまで

がよく､これは特例であるが､ 8月の左官の最高が4.500

円､平均で3,250円と出ていろ｡ところが後半は悪く､

総体的に前半期よりも下降し､ 44年の2月には前記左官

が2.800円まで落ちた｡美にさびしい世界である｡しか

し全体として患､上昇しているので､あいりん地区は現

在ノンピリ,ムードだと云ばれている｡なお､就労安定

化をはかる主旨で.日雇労苦の常用促進､これに関連す

る雇用奨励をはかる事業をつづけているが､両者とも理

想にほど遠く､今後の努力に待たなければならない｡

2.健保と失保の受給は実増

日雇労働者鯉康保険と失業保険は､日雇労働者の唯一

の社会保障なので､センターは極力これに加入するよ

う､勧誘とあっせんの労をとっているが､新税の加入希

望者は年々漸減の方向をとり､ 43年度版健保が489名､

英傑は157名､前年度の610名､ 265名に比し可なりの減

少である｡しかし､実際の受給資格者は逆に増加してお

り､前年の資格取得者254名に対し､ 43年度は370名と多

くなっていろ｡両保険ともスタンプ･システムであるか

ら､スタンプの貼付数が条件になっており,小企業を転

々とする労働者にとっては､資格獲得ぬ可なり困難な事

情が伏在するのである｡特に失業保険取得のためには､

公共の職安横間に出頭しなければならず､センター寄り

場から就労するかきり{･は､効果がないので労働者が

消極的なのも､無理からぬことである｡たとえたった1

人を尾月しても､両保険を義務すけるような､国策が望

ましい｡

3.休業補償の立てかえ20,313千余円

労働災害による休業補償(生活費)についての相談陰

延24,692件､実際に立てかえた実人員は､ 42年度の415

件に鶏し43年は576件(延21,348件)と前年より実人員

が161件も多くなってし,ろc立てかえ金額は､ 42年の

14.896.856円に対し､ 20.313.300円と､ 60%近くの増額

である｡労働者がこの地掛こ住んでいろこと､立てかえ

事執まセンター以外に護れもやってくれないこと､など

の理由で相談件数はますます増えるであろうし､立てか

えの禰箇額も年々うえむくと､立てかえ金額も上昇の一

途をたどることになる｡

日雇労働者が労働災害にあうと､無料の治療は即刻う

けられるが､働けなくて休業を認定されても､その生活

を保障する休業補償は､可なりめんどうな手続き(これ

が労働者にとってにが手)をとって労働基準監督署か

ら交付されるのは､早くて2週間､おそくなると30日は

かかる｡これがあいりん地区に住む日雇労拗音にとって

は､死活の大問題である｡こうした事務的欠陥をおぎな

って､立てかえ業務を始めたのであるが､社会通念から

云っても､これは災害を発生させた企業が責任を持つべ

きものと考えられるが､これの法的養親まない〇六万の

企業はこ和こ応じているが一部の業者は､いろいろな理

由をあげで拒否するものもある○センターはこうした

場合､労働者と企業､監督署と連絡､話し合った上､予

算の範囲内で立てかえ､また企業が立てかえる場合も､

労職者の住所の関係から､センターが仲介､処理して立

てかえている｡上記の数字はこの両者を合したものであ

り､その詳細は別項に記している0

4.職業･事故･生活の相談

医療サービス等件薪増加

職業相談をはじめ､事故(条件違反､賃金未払､労働

災普等) ､身上･生活･救護のほか家出人さがし(これ

だけが労働者でなく､その親族や知人)の､美に千差万

別､各置各様の相動く36.971件(前年35,825件)にのぼ

った｡年間､日曜､祭日も含めで1日平均100件以上

である｡最も多かったのは､労災による休業補償の延

21,348倍を耕こすれば､職業相談の5工29件であった｡

各相談の内容については､別項で詳述されているが､相

談である以上､これが解決されなければ､無意味であり､

徒労に終る｡残念ながら解決困難なものが多い｡相談内

容のチーターが明確でなく､実状をつかみにくいもの､

争点の双方(労働者と雇用主)の話がくいちがうもの､

相談に来る労働者に泥酔書もあって､全然筋道がたたな

いもの､等々､労働者の苦情には深刻なものもあるが､

内容によっては､法的掠置にまでつきつめなければなら
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ないものもあっ<.単なる財団法人の窓口では･全く

｢ぉ手あげ｣のケースも多い｡センター職員の苦汗はた

ぇず､この地域には労勘福祉に合せで民生行政(生活

保護､医療保護) ､職安行政､警察行政(塞力行剃こ対

する保護)等いっさいを含めた､広範囲にわたって解決

を実施し得る総合相談機関の必要が痛感される｡

医療サービスI+_31･807件{･･前年(32･530件)より723

の減少､今宮診療所に正規の治療鮭介したのかやや多か

ったたけ{･.なお表面には萌れていないが､労働者同意

のなくり合い手配瓢こよる暴力傷害も多少ふえてい

る｡この地域における輔の社会的問題点は､全労働者

に健康保険を実施しi=･早期こ､完全治療を行うこと､

個別には､泥醇の常習を何んとかして矯正すること､な

どであるが､双方とも困難なことであるo

その他センターの事業としてば､越年のための年末貯

金｢友o)会｣ ､社会福祉法人｢白亜剛に依託する､労

働者の短期宿,･白､労働者慰安大会等を実施してそれぞ

れ所期の成果をあげていろ｡

43年度の新たセンター登録は981名､登録手帳の再発

行は千名(新しい手張に切りかえが多･t･)あり､登録,yl

働者の初めからの這言出拙･998名にのぼった｡

Ⅲ　あいりん地区の環境

1.ドヤとスラムと労職者

スラムとしての｢釜ケ略｣ ､現在のあいりん地区は､

すt･に65年以上の歴史を持つo表面的に見た目にTa.戟

前のような汚濁や荒廃の現象ぼ見あたらないというより

ば､少くなった｡一応ここにも時代の変化が認められるo

その大きな変化は､いわゆるドヤ(簡易宿泊所)のぽ

ぅ大な淫立と巨大化である｡戦後日本経済の構造的変

化､これに拍車をかける-契綬となった朝鮮戦争のほっ

発(昭和5年)等によっで労働力の都市集中が範成さ

れ､あいりん地区は日雇労働者が流動する拠点となっ

た｡この要請に応じで簡易宿泊所が建ち並び､街の中

心的存在となり､これに呼応Lt･飲食店､風俗営業､

遊技場等が軒をならべているe現在､この地区には労勘

者は少くと815,000名､多くを推定する統計は20･000名

はいると去っている｡

これに対応するためのドヤ､飲食店その他の営業種目

についで西成蕾乗署が昭和43年4月末に調査した資料

は次の通りである｡

簡易宿泊所236､一般アパート285､日払アハート47､

-股旅髄0､金貨(中華料理も含む) 178､酒類販

売業25､立ちのみや152､れレモンや23､お好み暁

や36､喫茶店75､すしや29､カフェー12､小カフェ

ー6､料理店90､ハテンコ店10､ 2ゲーム2､麻雀

や1g､質屋24､金属くず商12､金属くず行商75､古

物商293｡

ゎすか0 62km2のせまい地賞に人口は約5･000名(登

賓､無量霞を合した推定)でこれを大阪市の平均1･O

kmZに15,000名と比較すれば､両ゝに過密化しているか

が理解できるのである｡玩象勧こぼスラムからドヤへの

転化と克られるが､内容的に-ま近代化されたスラムの要

素が内包されている現状がうけとられる｡

2.犯罪と社会生活の荒唐

この地区は犯罪の多いこと､これに関連もあって社会

生活の続も目立つ特転住を持っていろo西成警察署の

43年の資料で-ま､刑法犯1･396件(42年は1,242件)､風俗

営業等でおかした特別法犯1･161件(同前Ii410件)があ

げられており､その他暴力郎7団体､その温員1･102名､

ぐれん隊750名が記鍾されている｡

犯罪ではな高く､地域のドヤ･スラム的性格を特質づ

げろものとしで同警察署が保護あるいは処暑LJtいろ

いろなケースは次の通りであるe

泥醇保護3,285 (前年3･375) ､迷子165 (147)､家出人

保護151 (32) ､行旅病人措置1･362 (1･668)､精神異

常者保護113 (73)､変死人措置69 (49)

などがあげられる○これでわかるように､泥辞保護と行

腺病人扱いがあっとう的に多いoこの地域に転落しなけ

ればならなかった原因勘まいろいろあるだろうが､その

大きな一つに､酒による失敗をあげることが出来るeア

ルコール過鋏は､家庭生活を破壊し,労働能力を喪失し､

疾病(胃かいよう､特辣肝炎)一行旅病人一一無援な

廃疾者の経路をたどるo西成保健所の釜ケ暗分室がこの

地区から滞神病者として入院加療させるのか､ 300名追

いが､その80%はアルコール中毒症と断じられている｡

ここで､昭和36年8月1日に､数千人の詩集(多くは

日雇労働者)による暴動が起って社会的問題を提起､

以来､例年のように1件ないし3件の騒ぎが継起したの

であるが､ 43年度は一度もなかった｡これ!ま大多数の労

働者が目的のない騒ぎはh無意味なことを意識したこと､

賃金が上昇して多少ノンビリ･ムードにあること､簡易

宿や飲食店にカラー･テレビが備え付けられ､毎夜のよ

ぅに上映される野球､ボクシング､レスi)ング等に関心

が吸収されること､それに所璃西成醤察署の多年の経験

による､硬軟両様の治安対策が衰透して来たこと､など

が平恵だった原因であろう｡しかしここの騒動は､常識

では判断しかねろ契機でもちあがることもあるの<･･今

後の保証は完全とは云えな高くo労働者が何かのきっか

けで､集まり掻ぐのを西成署は｢燭集車乗｣と去って､

最も聾戒しているのであるが､約30名以上集った蠣集事

案は122件で42年よりば67件もの減少となっているo
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ここに居住する大多数の労働者は､何等かの意味で､｢時

を得ず､処を得ず｣して､家族を離れ､豹関を逃達し､

移動､転落して来た人々であろう｡日頃の劣悪な生活に

ぁぇき.一般社会から疎外されている劣等感と不満を解

消しないかきり､問題は解決されないことである0

3.労働者の就労形態

こうした環境を背景として､ドヤを生活根拠とし､就労

する日雇労働者は､ 44年3月末の離散15･000-18･000

名と推計されている｡ 2万はいろだろうという論者もあ

るくらいその正確な数字は絶対つかめない｡おそらく

日々千名以上が流動(出入)し､労働人口が､種言すれ

ば時々刻々変転すると去っても過言でない､と云うの

かあいりん地区の現状である｡大体ではあるが､その就労

影感を次の4稜猷こわけ､硯数を緯訂することが出来ろ｡

第1は､西成労働出張所に登録して就労するプル~

プ｡失業対策の労働者が1 , 700名､民間登録労働者約1. 600

名､滝藷労働の登録労勘考緋00名､訂約3,900名､このう

ち､その70%があいりん地域の居住者として､約2.730

名を推定することが出来ろ｡周知のように､失対労務者

は男子老齢者と女が多く､賃金は90胴-lilOO円､移

動ま殆んとなく､序論的である｡民間労働者の賃金朕

I.800円前後､清澄労酬ま2,000円前後であり､この地域

の労働者としては､移動も比較的少く､失業･健康面保

険にも加入しているので､やや安定的と見られる｡

第2とま､西成労働福祉センターを通じて就労する集団

で典型的な日雇労働者､総じて一定の技能がなく､主

として重筋肉労働にたえろ労働者､労働力需給の契機､

すなわち景気の好､不況､夏と冬の季節による需給の変

動等によって就労が左右される労健吉である｡求人数最

低の1月2月は､ 2.500名前後集合して就労が1･500名

前後､ 4､5月に上昇して､最盛期の8月ごろ朕､ 5･000

名も集って､ 2i500名から3,000名就労するのか例年の状

況であったが､未年は天候等の関係もあってか､これを

やや下廻った｡上記のように､有寂範は少いから､土工､

手伝い工員手伝などが多く､年齢は20オから40才まで

が殆んとで､重労〈酬こ適すること､単身者が圧倒的であ

ること､したがって移動､流動弾まげしいことが特徴と

してあげられる｡賃金は大体1,800円～2,000円(前年度

?まこれを200円ほど下廻った) ､多く朕センター周辺の

簡易宿(ドヤ)に宿っているが､就労の行動半径は､大

阪府下が中心であるものの､京都､兵庫､奈良､和歌山

の近府県､遼くぼ関東(東京･山谷との往来は可なりあ

る) ,中部地方の環境や飯場までとんで行くたくましさ

と放浪性を持っていろ｡

第3は､七び職､大工､屋根屋､左官､ブロック工､

鍛治など､有技能の職人グループであって､いずれの職

安機関にも依存せず､平常から連絡ある親方とか手配師

との口頭契約でもって､数人の小集団で就労するもので

ある｡有鼓能看だけに､賃金もよく､現在は3.000円以

上が殆んとであろう｡

第4は､一定の工堤や小企業に直行または常用で働く

もの､定着性があり､日常生活も前二者に比べると､可

なり安定していると見られる｡その賃金は個人によって

大きな差があり､それの具体的数字を示す資料もない｡

また第3､第4の両グループの数については､これを正

樹こつかむことが出来ない｡しかしこれを推計し得る概

数として､西成警察署が毎月10日の午前6時から9時ま

で.あれ,りん地区周辺の労働者が利用する交通機関の乗

降湯､国鉄､南海電鉄､地下鉄､バス停留所等12ヶ所で

就労のため乗車すると維定されろ労働者をチェックし､

これをすでに3年継続している｡この1日の平均数を出

して見ると､ 42年は3.298名､ 43年-3,977名､ 44年(I

月～4月)-4.714名と大巾な逓増をしめしている｡これ

らの稼動数は実際の70%と見て､実際はこの第3､第4

グループは7.000名はいるものと推託される｡つまると

ころ､あいりん地区から､大まかに見て毎日､酉成労働

出投所を経て2,500名､センターの寄り場から2,500名､

第3､第4グループ5,000名､計10.000名が就労し､こ

れらの約半数5,000名がアプレたり､何等かの理由で不

離労している､と見ろのが大体の見当である｡

Ⅲ　すぼらしい労勘資源

これで判明するように､ここにはすはらしい豊富な労

働資源が集中されている｡それに､現在は青､壮年層の

労働者が多い｡これらの労働者が毎日平均1万名諒勤

し､平均賃円1.500円として､日々実に1･500万円の現

金がこの地掛こもたらされる｡労働者に直瑳関係ある簡

易積やアパート､飲食店がはんじようするのば勿論のこ

と､速さ的に各種商店業者も利するところが多いだろ

う｡しかも労働者の多くはいつも貧困にあえいでいるo

(銀行預金者が次第に敢えているのはよろこほしい傾向

であるが) ｡ドヤとスラムの特殊な環掛こある社会的貧

困を解決するためには､国家社会の根本的な前向きの施

策が必至であるが､これにあわせて労働者自らの自覚､

労削こ対する社会的認識､日常生活の規制を高めること

が必要であろう｡

たびたび報ぜられたように､労勘省､大阪府､市が協

同して､職業安定所､労働福祉センター､病院､庶民住

宅を大きくまとめた総合的福祉施設の建設は､ 44年度中

にはその一部が出来あがり､ 45年の前半脚こぼ完成され

る｡これによって､この地域の労働問題､医療問題､住

宅問題等が前進､地域社会の開発が改善､進められるも

のと､いろいろな期待が寄せられていろ｡

雑i重病
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I無料就労あっせんの事業

I.センターの無料職業紹介の現場患､西成区束四条町

3丁目の国道､尼ケ崎一平野線が東西に走る長さ300m､

闘OInの青空路上で実施されている｡これはセンター所

属の寄り場が狭隆のためのもの{･･紹介時間は即屡､祭

旺休みなく､毎朝午前5醜粉から午前8時までと午

後3時から6時までであるo紹介方式は求人(業者)ど

求職(労働者)の双方が条件について直鞍話し合って

(口頭契約)決めろ､相互選択方式の無料あっせんであ

る｡ここに集散する労働者は､あのん地区に居住する

仝労働者の3分のlかし4分の1であっ1･冬季の最

低2,500名､夏季の輔帥00名と大畦上下し､労館

を運ぶ業者のパス､マイクロバス､自家用車は､毎日80

令-120台におまぶ

2.本年度のあっせんは､ 37･887件(42卸li680件)

641,971名(701･094名)で42年度よりば39･123名の減

少であるo減少した理由はさまえがきミで説明したよう

に､直行かし常用労働者がふえたこと､港湾労働法に

ょる登録労働者の職業安定所えの移行などが原因であっ

て､センターのあっせん数は減ったが､地域全体として

の労働者の就労は好謝こあると､見なければならか｡

垂莱別就労数でぼ可なりの変化があり､建設業240･387

(前年度237･210) ､製造業205･402 (188 413) ､船内

荷役116･654 (200･049) ､陸上運送62i540 (42･591) ､

沿岸荷役16･988 (32･831)と見るとうり､船内､沿岸の

両港湾関係の就労数が前年度と対比して､ 9万9千余名

も減少したことである｡これ版籍労法による登録労働者

が多くなったこと､ 43年の後半期に港湾荷役がや拙罰

であったことなどが･その理由であろう｡他の建設､憩

造､陸上運送の3業種はl瞞にのぴており､特に塑造業

が40年､ 41年には9万台たったのが､ 43年にki20万をこ

ぇたことは注目される｡製造業だけで毎日平均570名

の日雇労働者が動員されているわけで･堺市溝頭に大雪

ソti･ブートが整備されるに従ってこの傾向は強まるだ

ろう｡就労を月別に見ると､年度始めの6万4千と急上

昇しか､以後5､ 6､ 7月といこ5万台､特に7月は

例年だと･可なり上昇するのか､当年度は多雨にもわざ

が･され1･/ようやく5万1千余､ 8月に6万5千を保

った程度であって､下降期の4時1月､ 2月は特に悪く､

3万6千､ 3万3千と最低を記録したoまた､よく話題

となる万博工事えの就労は､センター寄り排関するか

曇露器器1言…三
きり､数件記録されているだけ､工事のあと片づけなと､

雑役が多くなる時機には､可なりの求人があるのではな

いか､と予想されている｡

3センターの未就労(あぶれ)は正確に記録出来ない

ので.午前8時†こおける目算の概数を残留数としてあげ

ている｡前年の18万3千余名より減って13万7千余名と

なっており､就労数の少1,時は､残雪数も少いのも､例

年通りとなっている｡

4賃金は､まえがさでも書いた通り､ 200円-500円法

上昇した｡センターから就労するものは､土工､雑役､

工員手元､清掃業が圧倒的に多く､大工､左官､とび駿

等の有技能労働者は少い｡これら筋肉労働の賃金は個別

的には業種のちかい､その日の労働力需給のバランス関

係､天候等によっても可なり左右されるが､センター寄

り揚中,〔点こ見ると､大体､昼間の8時間労働の平均賃金

は1,800円(前年は1,600円)になっている｡このなかで

も､屋根手元､左官手元など放､ 2,000円以下は43年7

月ごろまでで､ 8月以降は2,000円以上となっている｡

たまに技能がある左官や大工､とび､熔接･鍛冶屋等ば

最低が2.500円､普通3,000円､ 8月の左官が最高4.500円

と記録されたのは.センター創設以来初めてであろう｡

企業によっては､昼飯代とか婦りの交通貴とか気をきか

すところもあるから､大体との労働者も2,000円は持っ

て帰るようである｡その他夜動とか､オール･ナイトで

賃金が変るのは勿論のことであり､朝8時から翌朝の6

時ないし8時まで(この間多少の休憩時間あり)働い

て､ 4,500円から5,000円と前年度より500円アップして

おり､これを二昼夜ぶつつすけ､ 1万円前後を持って帰

る労務者は可なりいろようで､こうした不規則な就労状

態は疲労を倣復し､次の労働力を再生産するためにも､

相当休息と栄養をとろ必要があるだろう｡

5.以上の1日労働. 1日計算払いのほかに､飯場の住

込み労働がある｡これは事業現培近くあるいは単に労務

者を宿泊させる宿舎(いわれる飯場)に1週間､ 10日､

1ケ月と契約して､労働者を起居､就労させるもので法

的にも社会的にも問題視されており､センターに届け出

るのは軽くわずかt･. 1年2百数十ヶ所にすぎず､これ

による就労も1日20名-30名の程度であり､これとは別

に路上で自由に労働者を募集する手配行為もぴんはんに

行われており､労働行政上に大きな問題をなげかけてい

る｡
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Ⅱ　日雇労働者健康保険と

失業保険加入のあっせん

この地域で､日雇健康保険と同失業保険の加入促進が

可なり困難であることは､ 4ヶ年の実績で推しはかられ

るが,この促進を妨げているものは､日雇労働者の保険

というものに対する無自覚もさることながら､雇用主側

の保険手続と印紙姓付の消極性が大きな原因と見られ

る｡日雇失業保険の場合､失業の認定には､西成労働出

張所に出頭せねばならない不便もあって､保険への意欲

をそぐところもあるが､幸に昭和41年7月から港湾労働

法が実施され､港湾労働に従事する労働者は失業保険に

⑫　誌器業藷器崇器誓9F-:
%は健保､失保の印紙貼付は期待出来ず､大型求人バス

を乗り入れろ求人者であっても､適法に保険印紙購入の

手続もしていない有様であるから､ 20人未満を雇い入れ

る零細な土建求人者にあって?ま､印紙の購入､貼付など

考へていないといっても過言ではない｡これがため､日

雇労働者がアプレと病気にそなえて自発的に厚生部-保

険手続を申込んで､それぞれの手帳を持つことになって

も､保険受給資格の必要枚数28枚は土建関係の工事現場

では貼ることが出来ず､日雇労働者は不本意ながら､港

湾､運輸､製造方面に就労を余儀なくされろことになる｡

こうした理由で､別表(日雇失業保険並同健保取扱状

況の二表)に見ろ通り失保､健保ともに当初の昭和41年

度は飛毘的で､健保1 082名､失保549名あり､同42年

は健保610名に､失保265名に減少し､更らに同43年度は

健保489名､失保157名に激減していろ｡こうした悪条件

の中にも､賦和41年6月以降に労働福祉センターが､日

雇労働者に交付した保険手帳の数は､健康保険で3.032

名となっている｡この交付数に対して年々資格取得(保

険受給の)音数は漸壇している｡即ち昭和42年の交付数

610名に対して受給資格取得数ぼ254名､ 43年度は手帳交

付数489名に対して､資格確認数は370名と上昇している

ことは､健康保険受給者が実漕していることを現わすも

のと喜んでいる｡

日雇健康保険に反して､日雇失業保険の成績は､健保

の半数の実潰しか上げていない｡失業保険は､労働福祉

センターの寄場から､西成労働出彊所の寄場へ移して､

正規なルートによって就労することを計る一策とも考え

て日雇失業保険手帳の申込みとあわせて西成労働出張所

の求職申込をさ世､出張所へ登録後に求職票と手帳を交

付することにした｡

この結果､西成出張所へ日々出頭して同職安機関を通

じて就労するものは､日雇失業保険手張取扱表に見る通

り､月内就労した実人員数にあるように､昭和40年～43

年3月まで2,347名､昭和43年度896名､累計3 243名の多

数にのぼっているが､反面ではセンターの自由集合と異

って､堅苦しい時間的求職出頭を頻ろうところから､再

びセンターへ舞い戻った求職者の数も多いことと思う｡

表で見るように､今日轍安の直行労働者となって､事

業所に直行就労して､有用な労働力となっていろ直行数

は累計で3.243名にのぼっている｡しかし践安に移行し

ない日雇の失業保険受給については､受給資格の印繰28

枚の貼付数があっても､職安の定刻午前7時までに求職

出頭せねはならぬ規則があって､保険受給資格の認定は

彼等にとってば､絵に描いた餅になっていろ｡ ｢失業し

てもらえない失業保険は不要｣と健康保険の申込は行っ

昭和3年度　日　雇労働者健康保険取扱状況
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なっているが､職安の求職者は手当が支給されるとき､

Ⅲ職業･事故･生活

各語の相談事業

職業･事故･生活各種の相談業務は､当センターの中

心業務である｡それは､早朝の就労あっせん業務をl ･

2番パ,タ一に例えれば3･4･5番の21)-ン･ア

ップトi)カに匹敵しよう｡

就労あっせんが､ 2時間余りの短い時間に行われる､

比較的に事務的な作業で終始するのに比へ相談業務

は､実に複雑多岐に渡る内容をもっている｡

まず､持ちこまれる相談が､そもそも起った原因の特

殊性､事故を間にはさんだ当事者がそれぞれに持つ普通

でない状態､そして､それらがもたらす解決の困難さ､

要する時日の長さ○更に全ての根本的な原因である社会

構造の予盾の大きさ､等々｡要するに､当センターが受

けてたつ相談の重みは､すなわち釜ケ即滞つ苦悩の具

象化に外ならない｡

昭和3年度の相談取扱状況臥別表の統計に示されて

いるが､これが全てを物語っているわけではない｡

といわなければならない訳は､第-に､釜ケ崎が持つ

問題の質量の大きさに比へセンターの力量が､相対的

にも､また物理的にもすい創､さいということである｡

いと囲まなければならない｡

そのことが､問題(相談)を抱えた労働者は山ほどある

のに､センターを訪れろ人数こぼ､限度が生ずるという

結果をもたらしていろ｡

第二に､相談をきく側の職員が絶対的に少いため､常

に一人の職員が､数人の労働者に応得しているという状

態である｡このことは､記録に残らないケースが､セン

ターを訪れた労働者の相談についてさえ､まだまだすい

分あることを示している｡

以上のような理由から､取扱状況件数は､センタ~の

受付(記録)可能件数的な性格ももっているのである｡

しかし､そのような状況下においでも､取扱い件数

が.昭和2年度に比べlilA維蜘したことは椙動こ

くる労働者が例年より多かったことや､それなりにセン

ターの存在が､より認識された結果であるとみて､いい

だろう｡

項目別の内容にづいて説明し､具体例をあげながら､

43年度の特徴をみたい｡

(1)職業相談

｢どっか､ユニ仕事-か｣ ､ ｢ウソつかん鰯あり

ませんか｣ ､恨町から足洗おう思うんやけど､住込で

…､とこかですか｣ ､ ｢身体障害者手帳もってますね

んけど､どっか紹介して頂けないでしょうか｣｡労

l動棚

働者にとって､良い仕事を得ることは､生活の前捷条件

である｡それだけに､センターとしても､期待にそえろ

ような求人事業所を､常に開拓しておく必要がある｡

現金仕事についてぼ､職安の管轄になった港湾労働を

一応除いてみれば､旧態依然たるものがある｡天候によ

って決定的に左右される求人数｡雨が降っても補償され

ない生活｡相変らず巾をきかす人夫出し業者の存在｡

日雇健保の印紙貼付の問題さえ､それを全うさせろま

でには､まだ多くの解決されねはならぬ障害がある｡

常雇いを条件とした求殿相談が､職業相談の大半を占

めろ訳だが､これに対する受入れ体制は､残念ながら殆

んとできていない｡

比較的､求人の多い運転手も含めて､月々10件前後の

l蓋霧詩誌詫議諜詰む'この
この種の求人の減少傾向は､労災相談の壇加に反比例

していろ｡これは､求人閲指に費す時間をそのままそっ

くり労災相談に殺人せざるを得ない､のっぴきならぬ状

態があることを示していろ｡

そういった中で､飯場求人については､飯場そのもの

がもつ種々の問題や､一向に減らない闇求人など難問を

抱えてはいるが,センターに登録している飯場の点検は

進んでおり､労働者問にも､一定の評価を得ている｡

事業主側からの相談も､ ｢ノンだけ食って逃げた｣と

か､ ｢はじめはよく働いていたのに､最近は無断欠勤ば

かりだ｣など､紹介した労働者に対すろ苦情という形

で､よく行われろ｡確かに､これはと思ふ労働者もいる

が､基本的には､ます､社会保険の完備など事業主の方

で､努力すべきことの方が多いようだ｡

(2)事故相談

e l
④賃　金　不　払

0組を頂点として､下請の最末端にS組という姫路の

飯場がある｡ ｢姫路｣と云えは､ ｢S租や′｣とすぐは

ね返るぐらい､労働者に知れ渡っていろ｡護れもが苦い

窪験をもっていろからだ｡

43年度中にS組の件でセンターが相談をきいた分だけ

でも､実に40数件を数えている｡賃金不払と条件違反､

それに暴力監禁事件がからんで､いわゆるタコ部屋的姿

をみせている｡

硬膏者であるKさんの話を聞こう｡

｢わしも悪かったんです､大分飲んでいたので　｡ 4

月12日の夜11時単項でした｡西成区東四条の路上から､

手配師の車で姫路まで.ほかの3人と連れていかれまし

た｡手配師の話では､撞かに10日間契約たったのです｡

ところが10日目に､無理矢理契約延長の書類に拇印を押

さされたのです｡しかし､私は黙ってその分も働きまし

細離職

たo　ところが満期になっても､賃金を払ってくれる様子

はありません｡仕事中に逃げるしかありませんでした｡

恐しい飯場です｡はじめの10日間は完全な監禁状態で.

窓には格子が入っており､外出させません｡プロ代を一

回100円もとったり､世話役の6人ぐらいが､よく暴力

をふるい､難くせをつけました｡賃金も欲しいが､それ

よりも､こんな悪い飯堤を無くして下さい.｣

S勧こついてはそのほかに､ ｢飯壕には､見張りがお

り､自由を全く束縛されている｡大阪へ逃げないよう国

鉄相生駅で見霞っている｡ ｣とか｢25名ぐらいの労働者

がいたが､暴力を加えられた跡の残っている者が､かな

りいた｡ ｣などの実情を訴える労働者がすい分いる｡

センターでは､この件について4月末､ ①条件違反､

賃金未払として労働基準監督署へ､ ②無届県外募集とし

て職業安定所へ､ ③監禁暴力事件として警察署へそれぞ

れ申告や依頼を行い､それらの解決をとまかった｡

しかし､結果は､ぼかばかしくない｡その中で①につ

いては､労基署の努力により､大体において解決するこ

とができた｡だが､それずまキズの手当的な解決であり､

将来にわたっての保障までは､含まれていない｡

実際､ ②の問題について､職安でS組を喚問したが､
ミ違反行為は行っていないミという結論になっている｡

事業主の｢県外募集肢していない｡ただし､白タクによ

り労働者を同乗させ未婚した者から､雇用を依頼され､

人手不足のため雇用したことがある｡その昔に､今後も

人不足の場合､紹介してくれろよう頼んだ｡自ら募集に

出向いたことは絶対にない｡紹介者に対して運賃以外

は何も払っていない｡ ｣という言い訳が､そのまま採

用され､募集違反として摘発するには､証拠が不明確と
いうことになっていろ｡

その結果､日暮れから深夜にかけて､文字通りの閏求

人･手配師の横行が続いている｡代償を求めずに､深夜

姫路まで､労働者を紹介するため車をとはす人間が､い

るとは思えないのだが｡

公の機関に申告しても､この程度の結果しかもたらさ

れないのだから､センターとしても､なかなか大変な訳

だ｡しかし､こういう努力の詰み重ねこそが､何よりも

大切なのだ｡

賃金不払の相談は､この様な住込飯場のものが､殆ん

とである｡現金仕事の方では､事業主の方が意図的に不

払いしようとするケースは､殆んと無くなった｡ただ､

半日でやめた場合とか､事業主の貢に帰す尊信で仕事

が中止になったときの相談は､相変らずよくあり､悩ま

される｡前者の場合は､時間で割り､後者は6割の補償

を基準として話合わせるが､末端の下請業者では､ -冒

単位の請取りなど､仕事の競演が小さく､このような場

合､白腹を切って補償しなければならない｡解決に悩ま
される所以である｡
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①醸椴の()は求騒登録数⑧家庭.身上相談の()-轍を表わすo③現胴金仕事､飯蝦羅表. 

住込飯場の未払賃金の場合､勘定日や契約満期の直前

まで勘,ていてやめるケースが多い｡これは一つには､

満期直前にいびり出すことによっで飯場の(不当な)

収入を増やそうとする｢オヤカタ｣の悪質な意図による

ものである｡また､そこまで悪質ではなくても､真面目

に働く労働者を､ ｢飯場に長く抱えておきたい｣ ･ ｢工

動けむまで競けて働かせたい｣という気もらから､労

働者に判環途制的な契約延長を納得させようとする結果

である｡

賃金相談を処理する場合の苦労は､並大低ではないo

前述もしたが､事故をはさんで当事者相互に問題が多い

からだ｡事業主側については､既に多くを述べたが､労

働者側にも少なからぬ問題がある｡

①条件をろくすっぽ確かめず就労するo ⑨未払貸金の

内容が漠然としているo ③些細なことでのケンカが多

い｡ ④事案所の住所や電話さえ分らないo ⑤酔っぱらっ

て相談にくる｡殆んとのケースが､これらのいくつかを

兼ね備えている｡全でこ該当する揚合も､決して珍らし

くはか｡一番多くて扱いかねるのは､酔ってくる相談

である｡

㊥労働災害に関する相談

相譲業務の中で労災に関する相談の占める割合は､

数字以上にその内容に注目しなければならないo

それは､賃金など他の相談がセンターの力量としてと

の程度まで解決できるかという内容であるのに対し､労

災の場合は､ほほ100%の嬉決を目指すことができると

いう点にある｡

⑧手続きについてia･下請で話がつかなくても､加入

者が元請である場合が圧倒的であるため､責任を果すよ

ぅ要請できる｡ ②休業補償費の立替えについては､原則

として､事業主の出資を条件とするが､センターとして

も一定の予算韓直がされている｡ ③全国でも例を兄か

立替えのシステムが､センターに完備していろo

以上｡点が､ ｢ケれたらセンターに行け､何とかL ㊨

てくれるワ｣という労働者の声の裏付けとなっていろo

さけめ､種々の相談の中でも､労災に関するものは､

PlJンアップトl)カの重鎮､ 4番バッターということに

なろうか｡

しかし､相当のところまでやってはいるが､期待に全

て応えされているということではか｡予算的な裏付け

がまだ少いため､立替の資金繰りに窮することが､年に

数回は必ず起るo亮た､手続き上絶対必要な賃金台隈な

どが､末端の下請事業所では､全くといっていいぐらい

作成されていないため､個々の立番ケースの英胱膵

したり､困難な問題が残るo

そのほか､問題はあるが､別項で詳述するのt'･ここ

では省く｡

㊦労働条件違反に関する相談

細動棚

賃金､労働時間､作業内容､雇億契約期間､賃金支払

方法(日)等をめぐっ1.労働条件違反の相談は､何と

多いことであろう｡あとからあとから､息つくヒマもな

しにやってくる｡

比較的少い方の現金仕事でも､ ① ｢片付｣という約束

で行ったのに､ ｢親方｣をやらされた｡ ②昼すぎには終

る予定の｢堀方･小間割り｣で行ったのに､定時働いて

もすまんような仕事やった｡頭にきたのt･.昼過ぎで帰

ってきた｡ ③8-5時の約束たったのに､荷物を運んで

帰ってきたら6時を越していた｡残業分の補償もしてく

れなかった｡等の訴えはよくある｡

これがいわゆる闇求人の飯場になると､手配師(飯堤

所属の連絡員とは要る)が間に入っているため､直接に

は手配師の示す､いい加減な条件で就労する労働者と､

¢　その契約腫ら合っていな可親方｣との師､必ずと
いっていいぐらい､条件違反に関する問題が起る｡

｢大工で行ったのに､土工ばかりやらされた｡｣ ｢片付で

行ったら､鳶仕事までさやられた｣ ｢10日契約を念押し

て行ったのに､やっぱり預け3日の月末払いだった｡｣な

どの相談は､毎日､職員の誰れかが担当している､と云

って云い過ぎではない｡

飯場そのものの存在にも､メスはいれられなければな

らないが､とりあえずの問題解決としては､言い古され

てはいるが､や放り何と云っても､手配師の排除を実現

することである｡

このことが保障されれば､現在の相談処理過程で起る

条件についての水かけ論は当然解消される｡更に､属僚

契約の前経条件である労働条件明示の原則が､確立して

ゆくに違いない｡それ以上に､釜ケ崎地域労働着の労働

諸条件が､大きく前進することは､云うまでもない｡

9暴カに関する相談

l　が:0薫黒岩慧2驚: 43年掘というの
4､ 5年前までば､センターのごく近くでさえも､昼

間､頭を割られて血だらけになった労働着をみることが

あったし､ケンカの末､気かついたら｢片眼が無くなっ

ていた｡ ｣などという,とても信じられない様な話が､

事実としてあった｡

確かに,ここ数年来､暴力に関する相談が､センター

においてくま減少している｡しかし､これは一つには｢暴

力事件は警察に圧すし､実際センターでは解決できな

い｣問題であることを､労働者が知ってきている結果で

もある｡

だが､就労中に､条件をめぐって現場の樺心に殴られ

たり､山の中の暴力飯湯から生命からがら逃げだしてき

た､などという相談も､やはりときどさば持ち込まれるの

である｡そのほか､｢泥酔の果てに､路上に眠りこんでし

まい起きたら､上着や靴まで所持金と一箱に盗まれ

ていた｡｣､ ｢暗がりに連れ込まれ､飯場で働いた一月分

の賃金をとられた｣などという､罷った上での被害は､

相変らず多いoセンターとしては､朗叱して警察に

相談するよう指示している｡

(3懐庭･身上生活相談

尋ね人､手紙の受け渡し､代筆､などの相談が多い｡

尋ね人は､手紙で依頼されるものもあるが､九州･四国

など遠い国許から､直接両親や兄弟が探しにくるケース

の万が多いようだ｡しかし､ ｢2年前に届いた便りに､

西成の消印があった｣とか､ ｢天王寺の辺りで見た人が

いるので　｣などという漠然とした根拠しか無い堤

合が多く､従って結果もさえないわけである｡たまた

ま､探している相手が､センターの登録手帳を持ってい

れば登録したEIの居所については､明らかになる｡し

かし､彼の今日の宿と一致するかどうかは分らない｡

センターを気付としての手練のやりとりは､各彊通知

なども含めれば月平均100通近くになるだろう｡現金

春雷など受け渡しにすい分気を使う場合もある｡簡単な

仕事のようだが､責任が伴うだけに､これが大変なので

あるoしかし､こういう細れ仕事を通しで労働者の

信頼が得られてくる訳だ｡代筆掠､なりある｡

ここ数年､交通事故に関する相談も増えていろ｡事故

にあい､自賠法で休業詣億がされるのだが､日雇いのた

め賃金を証明してくれるところがない　というわけだ｡

センターでは､本人の就労状態について分析検討した

上､妥当な額を決定､証明している｡

また､労災による障害補償を受けた労働者が､ミ生涯

背負わなければならない不幸に対して､補償費が余りに

低いミため､会社を相手とって民事訴訟を起したいとい

う相談も､数件あった｡労災補償費と閉航こ､ 150万円
の示談が成立した注目すべきケースもあった｡

その(iまか､行路病扱いで入院している労働者などから

日用品に不足しているので､何とかして貰いたい旨の､

電話や手紙､ときには直接の相談がある｡宿代､飯代､

交通費など､金を借して欲しいという相談は毎日続いて

いるoセンターは､ 300円を限度として職員が立替､貸

し出す方法を､ケースによってはとっている｡

(生)救護その他

救護は､内容的に､生活相談として受付けたケースと

重なるものもあるため､数字的には区別しにくい面をも

っていろ｡従って,41年､ 42年と比べ統計上､ 200件程

度減少していることも､質的な変化と見るべきではない

だろう｡ちなみに､年末年始の寒空の下､行き倒れ死亡

者が8名もあり､むしろ､繁栄と泰平の裏通りで､教護

を必要としている労働者が増えろ傾向にあるといって

は､云い過ぎだろうか｡

!勤i動


